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はじめに

本 1,″・・ ′Rψ。●′は 東京農業大学教職.|■の活動をホ学学十 教職員の皆様のみならず 広く学校関係

の方 に々お知らせし ご理解いただくことを目的としておりま,                      |
東京農業大学教駄課程において取得可itな教員免許■は 理科(中 高, 農業(高 )JI理 歴史 公民

(高 ,情報(高 )社会(中)技術

“

|1栄姜教諭と多崚にわたっています 在..生の教員への意識も●●く 各

学年の約2割 力

"職
詳Fを 履 l・ し 履に音の3分の:が毎年4月から教壇に立っています これは 教育学部

を持たない大学としては異

`Iと

も言うべき成果でヽ さらに本課程ではな学生のみならi卒 業生はもとより

中 高教.Fや 一崚を対象とした授業支援においても幅の広い活動を展IIIしていまヽ 平成29年4月からま新

たに4学科が新設さ,■ 教職課程口修者の増加が見込まれます.

本課,では近年 陰 銭的指導力を育むJを テーマとして II諭Ⅲ 学)と 実践(教育現場に学ぶ)のバランスの

よい教員姜成に力を入れていまヽ 4年次必い V目「教興実践演習」では 履修者全員に中学校での授業見学

を課すほか 教員採用試験合格者に対しては教育萎貝会のご協力を得て赦嵩全帳を茫験する「現lL演習Jを

実施するなど 他大学に●t扉けた,組を実施しています また 若手OD教 員のF業支,に も力を入れており

平成26年度から始めた「夏季市手理科教員研修会Jま 平成28年度から晨業ヽ教員をlllえ「夏季若手教員

研修割 と改

“

し オリジナリティに富む実習 実ll授 業を展開して好評を博しています このようなn撻は平

成23年 ]2,1■実施された文部 呼゙ 治の教眼ま程実地提察においても高く副:価されました 本評程では平成

29年 4月 入学者から履,多開始学年を1年後期からとし 「主体的 対話的J学びによる実践llな 教員養成のさ

らなる充実を目1旨 しま丸

この″″,●″′Rψo●

`が
皆様の東京機業大学教勲課程に対するご理解の一助となることを期待政します.

中京農業大学 教取 学術情報課程工任

小梁川 雅



頭

ロ

回

晰

ll入 牛敦欧ユ卍ガイタンス

十Ⅲ 2,年■教員ヽH五 :'直前■ I謹座閂泄

数百委員会による隷 員採用ヤ内 Fi明 会 | `月 )

+成
=,11蔓

教員ユ l試護人11it爛ヤ商説明会長・
lti

.● N員採 用試,1数百法規 学習指導要版煙強 曇

教両ボランテイア奎

'li〕

嘔会

11■教育■習開始

十一

`力 =シ
ゲデー

敦 R li目 ■喘 ti人 対 象詢庄 l・ 講

・ |ス ■教薇謂 IY I1 lζ 申こガイ

'シ

ス

↑妻キ |:|へつ派 i音 門ギ

オープ レキ■ンパス

■ illり :更 新 :[‖ 円継

教員採用
=て

摯 21:対策講座サ‖話

夏千右 千教員研 に会円 L

高人連口 授業実習 |

免許法認定|1習 Jは

■■コ 干,t,0年 寛載 員

「

F:i験
`阪

il鯛 ]|

巣摂● 煮貴L 教 ■絆‖i〈 姜 合格者●ら′ぶ

■■実践

^,世
il

教育i■ 7■ ―,ニ

興 十年十験蔵旱il剛111こ

■菫 察 ‐  ,

呻 教車
・

ガ |'ど

■● ●T半■

■青委員会
=

十 ヽ

|,■ 1

鰤

●中一一
ヽ

〓僣一
¨

＾
一

一召¨

一

一
一
一一一一

ヽ
　
　
つ

『ら
　

，

一司
　
一
¨

一
●
　
¨
一

下
　
一

一
一

1月

|‖ lJ
高■■ |ヽ

■エコ リ J=可 諏古争

■口■ 革裟■|■員

“

,よ

"与
|

日本学で取得できる免許状

ヨ,"
■,1

■■■||

● ●●,■ ―■■

■

　
■

　
■

一
一
　

■
　

，

■■ ■■

■■ ■■

,“ || ■t

´1lll iヽ■ ,`■ ■■ |■
'「

″■■,|■ ど格と |■ 輩薇●||
●■■ =コ

=t ,十
,0','■●ネ=iヨ

●|^"IJ'「 し`ヽ ■
`●

‐tら
'■

■ ■ビ I●代 ,ヽ イ,1 'FI土 |■ 湾ま社
','4,,ス

高1■■更‖■●ltiA■ 慧+|イ
`t= ,■

■●冑 11■円 ■ヽ■■

li´ ● 1,あ「 ● ,ヽ  li【 よ■■ 価||[`r■ ■i==+=″ ,11■

論●●,ま■■,ヽす●● ■
「

増 t● 奮η■●●●:' ,F● ●it'
また ,「 :   ● ■卜十●■

'F■
■ 高ヽ寄十1'F■■■■■',I

■■ ■■L●‐■■ 1,|,「 ,ti ltLキ ■■■ ■京

“

上貴芸⌒■■

1●
=■

|●●1■ ヽ||■ ■■同■■■11,4=結●●●it● 薇●

■,ヽ
「

●■|,I● ■●
=|==■

●|:!1オ 、推●
=満

●瑯′ヽして下さ■

■t■  t輩 ,:‖ ′,■ ■ヽ
=■

■
==`|=|:, 

業員,● |■ ■■■ |ス

=●
●●う■,,,,(■

'せ

ヽ

,● し, ,■ ―,■ ,● ―́′ | "Ⅲ ヽ■r・ ■■■■● :う 去
`|="あ 菫し ,,■ ●●ヽ日■●■■●It ・ 1● ●(し ヽ

t,上ヽ■,“

=■ =■
に′●

●
=●

■1

■,■ ■1

■ 1● ●ヽ

FI

■■

■ ●
|

L｀

,'|

■命 |■ 3

`■

 `● ,′ ■1

,■ 十■ :′ 11

■
`´

■■′′|

■
'1

■,

コ|

●崚ヽ理‖,‖

● |■
=●

II

!■■■ ■,■

●
"■

|■

●ヽ:●■■■

言■ ■●

ヽ■ ●●

'‐
● ■

`
●■

世 ||

|`嗜 ,■信

“

■3

■■■■,,■ ,||

■｀■■|`● ■「

口
'● `|●

´
'''■

● 1● ■ 1■ ●

に日よヽ■●訂

●■ |■ ●

■■ ■ヽ

■|●  ●
「

 綺t

it ■,

■,

●普通免許状

"栄
美教諭免許状



東京晨業大学輩喘コ牲
"″

′●′R。 ,●″

…

一一一
二

0

|■ |ヽ 二、■●
=■

|,■ ●●●■J II:晨 t ll■ ■,,― ● [

'=i[`十
,■ ●4■,■ ,it 11,お

'|■ =え
 ●

=●
1 1,● ■

■ヽ′ 理●,,,4,■ |:● ■ヽ
`1司

,,●
=´

,II■ ■1■ ●
=●

■

■■■■■ 1■ ,● 4 ■11111■ ■t■  ■―
`, =1,■

■■■■
|´  型●

^`IJ 11,■
■■,■ |IT■ ■■■ てηイ1_t=',11

1● ●I,口 ● :ヽ こ,` ェ||■ ■■■■
==●

,I:'|=t● |||11■ 1,ヽ ,
0■ ■Ⅲ

=ヽ
十1■ ■● ●●■●■ [|●

= ■|」 ●● t●
==|=,lR

`IL 
■、|=,=●  ■■●、11,■ 員

`● =■
■●●‐|+す ■十■■ ,

●|● |デ デ|,T● ■,(|=■ t● ェ1'iヽ 1● ||,1=■ t ,ヽ ●●,● |

=t■
 ,| ■●■|、 ■,,=●

` 
●■●■■ 141薇 1,■ ■,

■
'1■

1ヽ ■,■ ,,● ,■ ■■■て,` 菫■、●
=■

■●■■t=
■1■

|● ,ヽ F l ,● ● :1=「
=■

■と,=

'く

,● 、 ,,ヽ ィ1■  ,|,■ ■
=|て

 o
■,■ |:■ ■,,― 描●漑■■■ti●

=

=■
 iiす|( :,T■  ■,■■OLヽ ■■

,● 1薇青
=■

●・ ,=■ ||● ■,■
=,、

′

ヽ
'■

■‖ti,|― ■■

“

●it,■ ■●‐

■ :● Tヽ 1■ t=|,「 tiる■′,1ヽ イ●1● ■ ,,,● IL■■●,,=,

■ ■1● = 市 ||■
`:|=,■

|1摯

` ,■
■■,■ |● |,`■■1,ti■

11■ ―●● ■■11■ |=:|``||=―  ●Lし■ ■■■●|十 1,デ

● 工ヽ● , ■ |`,■ |=●
=t'|`■

|ヽ=1贅 ,1,,,:ヽ ●|:=`■
`

||い、1■ ■ I JI■  ′●■ .

,,大
'11` 

●す●■,,,| | =●
PL●

==■
,■ に,■, 1,■ 1,

|■ ●●|=■ ■■■●■■■ iえ ,

,十 ,|■ ■■十一′,■  ,,,■ ■

●4,■ 11■ ■ 1■
=|●

●
=■

●■

●Jl●´,■ |■

=,■
|● ,● ●●

●
I



ヽ

平成28年度

教育実習への取り組み: ● ′

1血、|実践0鴨導力を育む

農大技職 11ヤ では教育実習に●けて ヽlTエ

に01国 の教育実習全体希導を行います 全体l.

苺がない週はね擬授業を行い 誠業■究 教●研

究に努めています 特に
= =年

次4:を tl象 として

毎年 12月 [嗜日に実mされる主体指導では 世

‖● ■木 崎キiン パスの学Jを百口年

`J含

講i
に集め 現場の枝長発生をお招をし「教育実習

=

疇むにあたつての さ構えJをご教授いただいており

ま■

平成
=ヽ

年度は ●●‖I● |`′ 嗣ヽ学●枝長山口兄

弘先′|に ご辞 ■をお願いしました 山口使長|'ご

講コで , 学校現場における教員の多忙な一日と

働き方についてご綱介下さつた餞 ご専門の理il

教育
=お

ける「J徒が:き つけられる教打Jについ

て「高ホリ〔職Jによつ隻騰いたたきました

当日午前中には 継続 して現Fi合に者を軍出し

ている栄資敦諭のよ習ii帯が行:,it t.四 学省

初等中等教育局健康薇台 食育課学●綸A調査■

古藤るみ先生のご調■がありました

や

“

１
旦

‘
ボ

ー

夫
Π
■の「

日
営
由
（

〓
西

０

１共^職教

「教Щ実践憤習Jは本キ技職恥 が進める指導

。,に 仕上げ け 0の●跡の集☆■,と して実施し

ています なかでも 教員採用試験に合格した十

生を対象に教育委員会管 ドの学校で行う「ll地 ,

習Jは 小学「敦旅実践演劉
`'大

きな仕とな0て

tま ヽ 学生は学技現場における実敗
`う

な高習を

通して 教聰の課題を明確にし自己の資質 能力

の向上に■かします 「■地 イ習J,,成 果は 「現

地渡習報告会Jに ようフィードバックされま■

11成
=S年

,t「現11演習報告会Jでは 1動 神

■として学校の1重要から授業準備 核内|「 業 行

事÷各自が参加した減習内容を紹介しました

「褻員宝の様子や朝の打ち合わせを通じて 十

年での教員の動きやヤ年の仕事の分担漱況がわ

か oた J「授業で退

“
'う

なl itな とに対する指

導方法や [大を学丼ことができたJなど 多くの

気づきもあったようです また 特サ1支 ■学級の

学■は 嗜 宙性に比べ ヽ,1支 l・ 学個
'生

には

発達段階 =差
|'あ る為  様なん導が適きない場

合が多いこと また生徒が国率と感じる場面を具

イ|'1に 11ぶことができたJと 振り返り 今後の評

題として [障 がいの特‖や医学的な観点も知るこ

とによって より旭切な支援に靖がるJこ とを半げ

「4月からの敦日生11に 向けて 具体1,な イメーシ

を持つて準綺を進めていきたtJと 語りました

■
Ｊ

-

1  1



東京晨業大学和職製程 1,,■●●′R7●″

興

教職課程研究室訪問

武田た生は現在ザ リガニを

"円

した教村 H発に取り

組んでいます 数職課程 4年人内美香子さんと富林敏

也さんが武田光十にインタビューを行いました

0先生 ま教‖開発になぜザリガニを選んだのですか,

A'リ ガニを選ただ理由は 小 11学 校の理
「

で扱わ

れており 子

“

:た ちが■近で興味を持ちやすい動物

だと思ったからです

Oiう ようなil資を行つているのですか:

A「色素による体色変化Jの研烈 教ll開発|を してい

ます 色索にヽいろいろな磋類
''あ

りますが なか

でも最近 掟肇化物貿として話題のアスタキサンチン

,=● 目しています こ,)ア スタキサンチンというのは

サケの市

^や

イクラだ兄られる

''い

色素です

アスタキサンチンは憤物プランクトン|ベマトコ ′カス

'により
「

られ それをサケの餌となるオキアミなどが

輛食しま■ つまり もともと向身魚であるサケの働

内やイクラが赤色なのは食物運:に よる生物嶼稲
=

よるものと考えられます そこで 1詢機縮を可礼化

できるモデ,,生物教″として 道に
',に '色

=固
定

された,リガ=を用いて教材開発を行つています

Qどのような実験手法をとっているのですか′

A基本llに は 餌にアスタキサンチレを滉ぜたものを

自ザリガニに与えています 面白いことに いい

'リガニにホこのアスタキサンチン台有餌を与えても初め

から1:く ならないのです ます背くなる過程を経てか

ら赤黎ヽと,わつてtく のです これは アスタキサ

ンチンがザリカニ■内のアスタキサンチン枯右タンバ

ク賃と結合することによ oて青色を呈すると考えられ

ま,そ の後 体に赤みが増してきま■

Q青 色以外のサIの 色でザ リガニを作ることはできま

すか ?

Aは て、 ■M クチナンの色+を用いた黄このザ リガ

ニの作出もヽられていまi私 は現在 吝色以,1に

他の色のサリガニの作出を試みています

Qこ の

'リ
ガニの研究は 教育にどのように生かしてい

くことができますか?

Aま ,こ llつ いていることで Il料 の授業の中で

生徒の興味を1くことができると考えられます 具体

的には 小 中学校では 生物倒育ゃそれに絡めて

アスタキサンチンが■勁農捕されていく様子を観察

きせ 生物濃稲を可提化したモデルの生物教材とし

て用いることがで きると考えていま
'ヽ

高校 ではその

こ十の生物学1'意義を考察していく諄題研究に活用

できると考えています さらに大学では 色素とタン

パク質との結合や その結合タンパクの遺,子に着

日した実験 ●素の‖造暉析などに侑¨

“

十ていく

ことが可能で

'つ
まリ ザリガニを用いて 議llと

しての製 れを変えることで 一貫した理iけ青を小

学校から高校 さら,ま大学に至るまで教11と して

活用できるとユは考えています また 理■|だけにと

どまることなく 環境教育やその地の教デ|に も横断

liな教材研究になればと考えています

ヽ
た
ヽヽ

ヽ
、ヽ

い
い
い
い

ザリガニのコ[究 は理‖教育だけでなく 幅広い

教●として 面白い展F・l・ 鋼 行できそうですね I

武田先生 あり1'と うございました

ヽ

ヽ



平成29年度
教員採用者数
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正規■用 松 工 )
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:平成29年度 教職課程世田谷 厚木キャンバス 主な年 FHlスケジュール

●綺人生へ●,ガイダンスく1月 ,

0教育萎員会 東京ヽ,中学島等7技螂全担 i者
=よ

る

●内螢朗会く●月 ,ヽ■ )

●学校ボウンティア説円会くヽ 月―,日
'

● れ育実習十の派遣く,Hヽ ●H>
●新入■ ●年 人生1敦議課程躍修申し込みく

`月

,

0介謹等11職 ^の派遣く,年茨 1月 ‐2月
'

0■―プレキャン
''ス

く
`「

,

0平成2,年瑠免許秋更新漱習の「lμ く,■ 10(B,― oΠ I本 )>

●夏季苦手教員研に会の開継く
`月
 日(批日),

0平成2,年咬免昨法護定譜習く8月 2,J(火 2ヽ,日 (争 )ヽ

0教員袢膚試:`対 策1,理 011世 1世mo墜 本■■ンバス)く ,月 ―翌年,月 ,
く酵津全,,同

“

擬翫螢,J it>

0数
`'1究

フ
=―

ラ上のⅢ悩 (世日谷キャンパス|く ●月●■1土

',
0,lt実摯 iP(現地清習)学生派泄く 、月 翌ヽ年 1■ チ定●

l平成29年度夏季若手教員研修会

日  時 ,平成,,年 ■ヽ●81山の日のため祝日

' 
日 ,。 ― `●■

場  所 (東京颯業★学世日びキ,ンバス 号ヽ館誌 崚議課程地学 千卜 実験事

講  師 ,東京農業大学教磯課,' 武日晃イ (]1'進 化生物学研究所 娯名元

研修内容 1身近な動植梅 材|を用いた実験の相介

遣化生物学研究所研究員の蝦名元氏をお師としてお呼びし 身近なキ物の意IIな能力を実悛によ,確かめま,ま た 本学教融課程武田准敦

授がi‖発している菱近な色秦を用いた教材の体躾も行います

:平成29年度 免許状更新講習

日  時

受調対象

受樹定員

臓義内容

応事条件

応募方法

,平成
=,年

,月

`日
十日)― 。日 (本 )

1中学校技術 中学性型i 高等■枚理il高 等学授晨楽●,う ち いず五かの免許状所持ど

12,名 (受饉料 い|,o口 )

,修領城  `教育●,最
=市

1lJ

選択鎮域  「バイオテクソ0ジー

日ヽЩすべて■辞できる方

平成2,年 月ヽ
`日

1日 1  選択必修,1以  「教育の経新り‖J ■成,,年 ,■ ,Π (ll,

ホ材
'1度

再生J ■成,,年 月ヽ:nりく―,日 {ホ |

|+成 ,,年 月ヽ
`「

(火  |●●‐■付

東京震人.ト ームベージi●●晩 許状史新訥習i誌申込書Jをダ ,ン ●―卜し ,―ルでの中し込みとなります 1彙 着側

l平成29年度 免許法認定講習

日  時 ,平成2,年
`月

,201人 ,-2`口 1金 )

受講対

“

公立農業 II係 高等学校勤務の実習助手 (数読免許未催得者|

応募集,:鮨 務成額が良好 ●||1年 数3年 1■で学校長の推薦がある者

l第 20回 東京農大教育研究フォーラム

受臓定員 ,,名

応募方法 :詳細は数職学欄 F{,,■■,,21=)ヘ

開催日崎 +lt:,年 ■月●日(土) ,0,～
`||

開催場所 ,世回谷キャレパス 農夫アカデミアセン
'―

横井講堂 (地 ヽ1贈 )

遷制 び劇満隠日 日ヽ立教育政策研究所II業企画聞発部総指針

^富
 千 布々戦弥

『新しい学習指導■領と高人授続改革がめざす小学校から大学までの学びのいJ

東京農業大学地域環境科学部地域,曖 ll学粁教授 宮林腱幸

∫山村と都市との交流による体験学習―諏減大学の教育実践
'う

刊

只他 :東京晨巣大学教識凛程/全国教帳晏部会 菫結協詢会  ,械 1東京農策大学校t会′東京晨●1大学教育狡援会

1“,I、、
,■lol'1'`1,`。・■1``ヽ 1‐ 1

東京晨業大学教駿課程
`",・

i,■ ‐
`〔

平成2,年度版]世田谷 厚末キヤンバス編

東京農業大学教職課程

●ヽ,=,'年 ,月 ヽ日

〒1````02 東京都世旧谷区桜丘
「

1■

散鑑学情農 o,■ 1,7=● :
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